
中
央
公
民
館
が
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す

中
央
公
民
館
は
、
施
設
の
耐
震
化
対
応
の

た
め
10
月
1
日
㈬
か
ら
利
用
を
停
止
し
ま
す
。

問
中
央
公
民
館（
☎
73
・
0
6
0
6
）

学
校
園
の
節
電
閉
鎖
の
お
知
ら
せ

市
立
学
校
園
で
は
、
今
夏
の
節
電
対
策
と

し
て
、
8
月
10
日
㈰
～
17
日
㈰
の
う
ち
一
部

に
つ
い
て
学
校
園
を
閉
鎖
し
、
電
力
消
費
量

の
削
減
を
図
り
ま
す
。
こ
の
間
は
、
教
職
員

は
不
在
と
な
り
ま
す
。
閉
鎖
日
な
ど
は
、
各

学
校
園
ま
た
は
教
育
委
員
会
教
育
企
画
課
へ
。

問
同
課（
☎
77
・
2
0
1
5
）

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
の
現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
ず
に

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
現
況
届
の
提
出

が
必
要
で
す
。
８
月
中
に
子
育
て
支
援
課
で

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
児
童
扶
養
手
当
は
、
離
婚
・
未
婚
・
死
別
・

遺
棄
な
ど
の
理
由
で
父
ま
た
は
母
と
生
計
を

共
に
で
き
な
い
ひ
と
り
親
家
庭
や
、
生
計
を

共
に
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
に
重
度
の
障
害

が
あ
る
家
庭
な
ど
を
対
象
に
、
児
童
を
養
育

し
て
い
る
父
母
な
ど
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
精
神
ま
た
は
身

体
に
中
程
度
以
上
の
障
が
い
の
あ
る
児
童
を

養
育
し
て
い
る
家
庭
な
ど
を
対
象
に
、
児
童

の
父
母
な
ど
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
い
ず
れ
も
所
得
制
限
な
ど
の
条

件
が
あ
り
ま
す
。

問
同
課（
☎
77
・
2
1
9
6
）

個
人
事
業
税（
県
税
）第
1
期
分
の

納
期
限
は
9
月
1
日
で
す

個
人
事
業
税
の
納
期
は
９
月
と
12
月
の
年

2
回
で
す
。
第
1
期
分
は
9
月
1
日
㈪
ま
で

に
金
融
機
関
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
口

座
振
替
制
度
で
の
納
付
も
で
き
ま
す
。

問
伊
丹
県
税
事
務
所
課
税
第
1
課

　
（
☎
072
・
7
8
5・9
4
1
7
）

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
・

繰
り
下
げ

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は
原
則

と
し
て
65
歳
で
す
が
、
65
歳
前
に
繰
り
上
げ

て
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
支
給
を
繰
り
上
げ
た
場
合
、

生
涯
に
渡
り
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
る
こ

と
、
障
害
基
礎
年
金
を
請
求
で
き
な
く
な
る

こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
66
歳
以
降
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
始
め
る
繰
り
下
げ
の
場
合
は
、
年
金
額
が

増
額
さ
れ
ま
す
。

問
西
宮
年
金
事
務
所

　
（
☎
0
7
9
8
･
33
・
2
9
4
4
）

夏
祭
り
な
ど
で
火
気
を
扱
う
露
店
等

は
消
火
器
設
置
と
届
け
出
を

昨
年
8
月
15
日
に
京
都
府
福
知
山
市
で
発

生
し
た
福
知
山
花
火
大
会
の
火
災
を
踏
ま
え
、

消
防
法
施
行
令
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
、
宝
塚
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
し
、
祭
礼
、
縁
日
、
花
火
大
会
等
多
数

国民健康保険税 第2期分
市・県民税 第2期分
 納期限は9月1日㈪

　金融機関、コンビニエンススト
ア、市役所、各SC・雲雀丘SS（他
のSSでは納付できません）で納め
てください。納税には、便利な
口座振替をご利用ください。

市税収納課（☎ 77･2052）

※シェイクアウト訓練とは
地震災害発生時にとても重要で、

シンプルな「安全行動1-2-3」を取
る訓練です。その行動は、「①ドロップ
（姿勢を低く）」「②カバー（体・頭を
守って）」「③ホールドオン（揺れが収
まるまでじっとして）」で、小さな子ど
もから大人まで誰でもできる基本的な
安全行動として知られています。

阪神地区シェイクアウト訓練に
参加しましょう

総合防災課（☎ 77･2078）

8月31日㈰に芦屋市で、阪神7市
1町が参加して南海トラフ巨大地震を
想定した兵庫県合同防災訓練が実施
されます。市では、訓練開始の10時
に安心メールで合図を行いますので、
皆さんもご自宅などで安全行動（シェ
イクアウト訓練（※））を取ってくださ
い。安心メール未登録の参加者は、
登録をお願いします。

総合防災課（☎77･2078） 

①takarazuka@bosai.netへ空メールを送信。
②しばらくすると、情報メール登録用URLを記載したメールが届きますので、
ガイダンスに従って登録してください。

英語・韓国･朝鮮語・ベトナム語・中国語・ポルトガル語でも配信 
（ひょうごＥネット HYOGO EMERGENCY NET  http://bosai.net/e/）

総合防災課
（☎77･2078） 

①takarazuka@bosai.netへ 空メールを送信。
②しばらくすると、情報メール登録用
URLを記載したメールが届きます
ので、ガイダンスに従って登録して
ください。

※メールフィルター設定をしていると安心メール
が届かない場合があります。
英語・韓国・朝鮮語・ベトナム語・中国語・ポルトガル語でも配信

安心メールに登録すると、気象警報や防犯情報などを受信す
ることができます。

SC
＝
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
SS
＝
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

HP
＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
日
＝
日
時
、
場
＝
場
所
、
内
＝
内
容
、

対
＝
対
象
者
、
申
＝
申
し
込
み
、
問
＝
問
い
合
わ
せ
先
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の
人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
で
火
気
器
具
を
使

用
す
る
際
に
は
、
消
火
器
の
設
置
と
露
店
等

の
開
設
の
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

問
消
防
本
部
予
防
課（
☎
73
・
1
9
5
3
）

平
成
26
年
度
地
域
主
導
型
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
事
業
対
象

団
体
の
募
集

兵
庫
県
で
は
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た
地

域
主
導
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
自
治
会
や

マ
ン
シ
ョ
ン
等
管
理
組
合
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ど
の
団
体
の
う
ち
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
固
定
価
格
買
取
制
度
」
を
活
用
し
て
新
た

に
発
電
設
備
を
設
置
す
る
際
、
設
備
導
入
に

必
要
な
経
費
の
一
部
を
無
利
子
貸
付（
上
限

1
千
万
円
）す
る
事
業
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
貸
し
付
け
は
県
が
設
置
す
る
審

査
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
団
体
に
対
し
て

行
い
ま
す
。
そ
の
他
、
応
募
の
方
法
な
ど
詳

し
く
は
兵
庫
県
温
暖
化
対
策
課
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
＝
９
月
30
日
㈫
ま
で
。

問
同
課（
☎
078
・
3
6
2・3
2
7
3
）

勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

末
広
駐
車
場
の
指
定
管
理
者
を
募
集

指
定
管
理
予
定
期
間
＝
平
成
27（
２
０
１
５
）

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29（
２
０
１
７
）年
３

月
31
日
ま
で

対
市
が
定
め
る
基
準
を
満
た
す
法
人
な
ど

（
個
人
は
不
可
）。

申
８
月
6
日
㈬
か
ら
商
工
勤
労
課
で
配
布

す
る
申
請
書
お
よ
び
必
要
書
類
を
、
9
月

16
日
㈫
～
18
日
㈭
に
同
課
へ
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※
公
募
説
明
会
を
８
月
22
日
㈮
14
時
か
ら
勤

労
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。
申
し
込

み
を
予
定
し
て
い
る
事
業
者
は
必
ず
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。
同
説
明
会
へ
の
参
加
希
望
者

は
、
21
日
㈭
17
時
ま
で
に
電
話
で
同
課
へ
。

問
同
課（
☎
77
・
２
０
７
１
）

窓
口
応
対
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
よ
い
窓

口
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
８
月
１

日
㈮
か
ら
窓
口
応
対
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
案
内
表
示
の
分
か
り

や
す
さ
、
職
員
の
身
だ
し
な
み
、
職
員
の
言

葉
づ
か
い
や
態
度
な
ど
の
窓
口
環
境
や
接
遇

態
度
な
ど
に
つ
い
て
、市
民
の
皆
さ
ん
に
「
良

い
」
か
ら
「
悪
い
」
ま
で
の
５
段
階
で
評
価

を
お
願
い
し
ま
す
。

回
収
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、集
計・分
析
し
、

そ
の
結
果
を
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に

役
立
て
て
い
き
ま
す
。

設
置
場
所
は
、
市
役
所
内
の
窓
口
サ
ー
ビ

ス
課
ほ
か
１
階
・
Ｇ
階
の
９
箇
所
と
各
SC
・

SS
で
す
。

問
同
課（
☎
77
・
2
0
5
0
）

全
国
消
費
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す

本
年
9
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
統
計
法

に
基
づ
き
総
務
省
に
よ
る
全
国
消
費
実
態
調

査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
同
調
査
は
５
年
ご
と

に
家
計
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
行
わ

れ
、
調
査
結
果
は
国
の
経
済
･
社
会
施
策
な

ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。
調

査
対
象
と
な
る
世
帯
に
は
調
査
員
が
訪
問
し

ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、

調
査
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
個
人
情
報
は
統
計

法
に
よ
り
保
護
さ
れ
ま
す
。

問
市
民
相
談
課（
☎
77
･
2
1
1
8
）

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い
〈
2
次
募
集
〉

市
民
が
市
内
の
施
工
業
者
を
利
用
し
て
住

居
な
ど
の
修
繕
・
補
修
な
ど
の
工
事
を
行
う

場
合
に
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
内
容
＝
20
万
円
以
上
の
工
事
に
対
し
補

助
率
10
％
、
上
限
10
万
円（
交
付
決
定
後
に

契
約
を
行
う
工
事
が
対
象
）。

希
望
す
る
人
は
、
往
復
は
が
き
に
〒
住
所・

氏
名（
返
信
用
に
も
）、
電
話
番
号
、
予
定
工

事
日
程
、
住
宅
の
所
有
者
を
書
い
て
、
〒
665

─
8665（
住
所
不
要
）「
市
役
所
商
工
勤
労
課
」

へ
郵
送
。
9
月
8
日
㈪
消
印
有
効
。
若
干
名
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

問
同
課（
☎
77
・
2
0
1
1
）

盆
供
養
に
伴
う
臨
時
ご
み
に
つ
い
て

収
集
＝
自
治
会
を
通
じ
て
申
し
込
み
が
あ
っ

た
地
域
を
対
象
に
、
8
月
18
日
㈪
に
実
施
し

ま
す
。
収
集
を
希
望
す
る
地
域
の
自
治
会
長

は
、
13
日
㈬
ま
で
に

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

業
務
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

持
ち
込
み
＝
16
日
㈯

8
時
～
15
時
15
分
に

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

【
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
公
募
）】

宝
塚
市
い
じ
め
防
止
等
に
関
す
る
条
例（
案
）

及
び
宝
塚
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針（
案
）

＝
同
条
例
と
同
方
針
の
策
定
に
向
け
て
実

施
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
寄
せ
ら

れ
た
意
見
と
、
そ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え

方
を
公
表
。
い
ず
れ
も
期
間
は
、
8
月
1

日
㈮
～
9
月
1
日
㈪
。
資
料
は
、
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
お
よ
び
市
民
相
談

課
、
各
SC
・
SS
な
ど
で
配
布
。
市
HP
に
も

掲
載
。
問
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課（
☎

77
・
2
0
2
8
）

【
公
募
委
員
を
募
集
】

宝
塚
市
立
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
末

広
駐
車
場
の
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
公

募
委
員
＝
対
市
内
に
1
年
以
上
在
住
す
る

20
歳
以
上
の
人（
本
市
市
議
会
議
員
・
職

員
、
審
議
会
な
ど
の
委
員
は
除
く
）。
1

人
。
報
酬
は
市
の
規
定
に
よ
り
支
給
。

商
工
勤
労
課
、
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
、
各

SC
・
SS
な
ど
で
配
布
す
る
申
込
書
に
「
勤

労
市
民
セ
ン
タ
ー
に
求
め
ら
れ
る
も
の
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
小
論
文（
800
字
程
度
）を

添
え
て
、
〒
665
─
8665（
住
所
不
要
）「
市
役

所
商
工
勤
労
課
」
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
。

8
月
22
日
㈮
必
着
。
問
同
課（
☎
77
・

2
0
7
1
）

【
縦
覧
】

宝
塚
市
武
庫
川
町
土
地
区
画
整
理
事
業 

事
業
計
画
変
更
の
縦
覧
＝
8
月
5
日
㈫

～
18
日
㈪
の
市
役
所
執
務
時
間
内
に
市

街
地
整
備
課
で
縦
覧
。
問
同
課（
☎
77
・

2
0
9
0
）

SC
＝
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
SS
＝
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
HP
＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
日
＝
日
時
、
場
＝
場
所
、
内
＝
内
容
、
対
＝
対
象
者
、
申
＝
申
し
込
み
、
問
＝
問
い
合
わ
せ
先 No.1180　平成26（2014）年8月号 14



へ
直
接
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す（
予
約
不

要
）。

問
ご
み
の
収
集
＝
同
セ
ン
タ
ー
業
務
課（
☎

87
・
7
8
8
3
）、
持
ち
込
み
＝
同
セ
ン
タ
ー

管
理
課（
☎
87
・
4
8
4
4
）

た
め
池
な
ど
で
の
水
難
事
故
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

た
め
池
や
水
路
な
ど
の
農
業
用
水
利
施
設

の
周
り
は
、
危
険
な
箇
所
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
夏
休
み
は
子
ど
も
の
水
難
事
故
が
多

発
し
ま
す
。
管
理
者
は
危
険
な
箇
所
に
看
板

な
ど
を
設
置
し
、
注
意
を
呼
び
掛
け
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
子
ど
も
は
危
険
な
箇
所
に
は
近

づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
北
部
整
備
課（
☎
91
・
0
8
4
3
）

武
庫
川
河
川
敷
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
禁
止
し
て
い
ま
す

市
が
管
理
す
る
公
園
、
河
川
敷
で
は
火
気

を
使
っ
た
行
為
は
禁
止
で
す
。バ
ー
べ
キ
ュ
ー

は
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
横
に
あ
る
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
施
設（
有
料
）を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
に
つ
い
て
は
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー（
☎
87
・
5
9
1
1
）、
そ
の
他

は
公
園
緑
地
課（
☎
77
・
2
0
2
1
）

公
共
の
場
所
で
の
夜
間
の
花
火
を

禁
止
し
て
い
ま
す

市
は
、
22
時
か
ら
翌
朝
６
時
ま
で
の
間
、

市
内
の
公
園
や
河
川
敷
な
ど
公
共
の
場
所
で

爆
発
音
の
出
る
花
火
や
打
ち
上
げ
花
火
の
使

用
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
罰
則
の
適

用
が
あ
る
夜
間
花
火
禁
止
区
域（
下
図
）を
指

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
生
活
環
境
課（
☎
77
・
2
0
7
4
）

ペ
ッ
ト
に
は
責
任
を
持
っ
て

接
し
ま
し
ょ
う

近
年
、
犬
や
猫
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
の
動
物
が
ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
わ
れ
る
こ

と
が
多
く
な
り
、
排
泄
物
の
後
始
末
や
鳴
き

声
に
関
す
る
相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
県

の
条
例
で
は
、
近
隣
に
迷
惑
を
か
け
ず
に
適

切
に
飼
養
す
る
こ
と
を
責
務
と
す
る
規
定

や
、
ふ
ん
を
放
置
す
る
と
罰
金
を
科
す
な
ど

の
規
定
も
あ
り
ま
す
。
可
愛
が
っ
て
い
る
動

物
が
無
意
識
の
う
ち
に
他
人
に
迷
惑
を
か
け

て
嫌
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
飼

い
主
と
し
て
の
義
務
や
マ
ナ
ー
、
ペ
ッ
ト
の

習
性
を
正
し
く
理
解
し
、
周
囲
へ
の
配
慮
を

忘
れ
ず
責
任
を
持
っ
て
接
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
愛
護
動
物
の
遺
棄
・
虐
待
は
犯
罪

で
す
。
命
あ
る
動
物
を
遺
棄
し
た
り
、
み
だ

り
に
虐
待
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

▽
ペ
ッ
ト
を
飼
う
上
で
気
を
つ
け
た
い
こ
と

阪急宝塚駅

JR宝塚駅

宝
塚
大
橋

西
宮
市

宝
来
橋

（宝塚大橋から上流
　西宮市境の河川敷まで）

武庫川

国道176号

宝
塚
南
口
駅

だ
ま
さ
れ
な
い
で
！

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
不
当
請
求
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

【
事
例
1
】イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
動
画
を

見
て
い
て
無
料
の
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に

入
っ
た
。「
18
歳
以
上
で
す
か
」の
質
問

に「
は
い
」と
答
え
る
と「
登
録
完
了
」

と
い
う
画
面
が
出
た
。
驚
い
て
画
面
に

あ
っ
た
番
号
に
電
話
を
し
た
ら
、
３
日

以
内
に
９
万
９
千
円
を
払
う
よ
う
請
求

さ
れ
た
。

▼
事
例
１
は「
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
」と

い
う
不
当
請
求
で
す
。「
は
い
」の
ボ
タ

ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
だ
け
で
は
契
約
は

成
立
し
ま
せ
ん
。
慌
て
て
画
面
に
書
い

て
あ
る
業
者
に
電
話
を
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
業
者
の
不
当
な
請
求
に
惑
わ
さ

れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
被
害
に
遭
わ
な

い
た
め
に
も
無
視
を
し
ま

し
ょ
う
。

【
事
例
2
】携
帯
電
話
に

「
料
金
が
未
払
い
に
な
っ

て
い
る
の
で
至
急
連
絡
く

だ
さ
い
。
放
置
す
る
と

身
元
調
査
や
訴
訟
を
す

る
」と
い
う
メ
ー
ル
が
調

査
会
社
か
ら
届
い
た
が
、

覚
え
が
な
い
。

【
事
例
3
】パ
ソ
コ
ン
に「
利
用
料
金
を

延
滞
し
て
い
る
た
め
起
訴
準
備
期
間
に

入
っ
た
。
連
絡
が
な
い
場
合
は
裁
判
所

か
ら
呼
び
出
し
状
が
発
行
さ
れ
る
。
和

解
の
相
談
に
応
じ
る
の
で
至
急
連
絡
く

だ
さ
い
」と
い
う
メ
ー
ル
が
届
い
た
が
、

心
当
た
り
が
な
い
。

▼
事
例
２・
３
は
架
空
請
求
メ
ー
ル
で

す
。
慌
て
て
業
者
に
連
絡
す
る
と
高
額

な
請
求
を
さ
れ
た
り
、
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
を
聞
き
出
さ
れ
て
個
人
情
報

を
知
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
利
用
し
た

覚
え
が
な
い
場
合
に
は
、
業
者
に
連
絡

を
取
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
被
害
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
無
視
を
し
ま
し
ょ
う
。

根
拠
の
な
い
請
求
に
は
絶
対
に
応
じ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

　
不
審
な
メ
ー
ル
が
届
い
て
不
安
な
場

合
は
、
す
ぐ
に
当
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。○　

　
　
○　
　
　
○

　
暮
ら
し
に
関
す
る
質
問
や
相
談
は
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
81
・
0
9
9
9
）、

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
☎
0
5
7
0
・

0
6
4
・
3
7
0
）へ
。

無料サイト⇒

高額請求
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税
関
が
保
管
し
て
い
る
引
き
揚
げ
者

の
通
貨
･
証
券
な
ど
を
返
還

税
関
で
は
、
終
戦
当
時
に
引
き
揚
げ
者
の

皆
さ
ん
か
ら
預
か
り
保
管
し
た
▽
上
陸
港
の

税
関
、
海
運
局
に
預
け
た
通
貨
、
証
券
な
ど

▽
外
地
の
終
結
地
で
総
領
事
館
な
ど
に
預
け

た
証
券
な
ど
の
う
ち
日
本
に
送
還
さ
れ
た
も

の
―
を
返
還
し
て
い
ま
す
。

問
尼
崎
税
関
支
署

（
☎
06
･
6
4
8
1
･
6
1
9
6
）

ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の
相
談
を
受
け

付
け
ま
す

㈶
人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ア
イ
ヌ
の
皆
さ
ん
の
悩
み
を
受
け
付
け
る
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

【
相
談
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
】
☎
0
1
2

0・7
7
1・2
0
8
※
来
年
３
月
31
日
㈫
ま
で

受
け
付
け
。
受
付
時
間
は
月
～
土
曜
10
時
～
17

時
。
日
曜
、
祝
日
、
8
月
10
日
～
17
日
、
年
末

年
始（
12
月
27
日
～
1
月
4
日
）は
利
用
不
可
。

問
同
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
03
・
5
7
7
7・1
8
0
2
）

選
挙
に
つ
い
て
考
え
よ
う

選
挙
時
だ
け
で
な
く
、
日
ご
ろ
か
ら
選
挙

に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
昨
年
募

集
し
た
「
明
る
い
選
挙
啓
発
標
語
」
の
入
賞

作
品
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ず
投
票 

そ
れ
が
社
会
の 

責
任
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　志
村 

一
輝
さ
ん

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
☎
77
・
2
0
3
2
）

・
散
歩
時
に
は
、
排
泄
さ
れ
た
ふ
ん
を
持
ち

帰
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
尿
の

臭
い
に
困
っ
て
い
る
人
も
多
く
い
ま
す
。

普
段
ペ
ッ
ト
が
お
し
っ
こ
を
し
て
い
る
場

所
に
つ
い
て
も
、
水
で
流
す
な
ど
そ
の
付

近
の
住
民
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

・
公
園
や
道
路
な
ど
公
共
の
場
所
で
は
、
動

物
が
苦
手
な
人
が
い
た
り
、
思
わ
ぬ
事
故

を
引
き
起
こ
す
危
険
や
交
通
事
故
に
遭
う

危
険
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
周
辺
の
場

所
も
含
め
、
鎖
等
に
つ
な
い
で
散
歩
を
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
猫
は
伝
染
病
の
感
染
や
事
故
等
に
遭
う
危

険
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
家
の

中
で
飼
う
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問�

生
活
環
境
課（
☎
77
・
2
0
7
4
）、
県
動

物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
☎
06
・
6
4
3
2
・

4
5
9
9
）

生活環境課（☎ 77･2146）

　市内・市外どなたでも申し込みできます（随時、先着順で受け
付け）。生前墓・改葬も可能で、墓石の建立時期についての制限
もありません。

◆お盆の臨時墓参バスを運行します
　８月１３日㈬～１５日㈮の３日間
　運行ルート 「阪急山本駅」⇔「宝塚すみれ墓苑」
　停車バス停
�　墓苑まで�「阪急山本」「宝塚山手台四丁目」「西谷支所前」
　墓苑内� 「宝塚すみれ墓苑管理事務所前」
� 「宝塚すみれ墓苑中央」
＊�｢宝塚山手台四丁目｣、「西谷支所前」については、往路（阪急
山本発）は乗車のみ、復路（宝塚すみれ墓苑中央発）は降車の
み可能です。

宝塚すみれ墓苑の使用者を募集

◆使用料 1区画（2㎡から）永代使用料48万2000円から

開苑時間内はいつでも見学できます（年中無休）。
◆開苑時間 3月～10月：8時～17時
	 11月～2月：9時～16時

運賃　
①�阪急山本・宝塚山手台四丁目～
��宝塚すみれ墓苑管理事務所前・宝
塚すみれ墓苑中央
　　片道� 大人�500円

小児�250円
②�西谷支所前～宝塚すみれ墓苑管
理事務所前・宝塚すみれ墓苑中央
　　片道� 大人�200円

小児�100円
③�宝塚すみれ墓苑管理事務所前～
　宝塚すみれ墓苑中央
　　片道� 大人�160円

小児���80円

便名 阪急山本発
墓苑滞在時間（４０分）

阪急山本着
墓苑着 墓苑発

午前便 ９：３０ １０：１０ １０：５０ １１：３０
午後便 １３：３０ １４：１０ １４：５０ １５：３０

　市は7月23日、がん検診受診率の向上と、
がんに対する啓発のための協定を、池田泉
州銀行およびアフラックと締結しました。その
取り組みの一つとして、8月15日㈮まで市内
の池田泉州銀行7支店において「がんを知る
展」を開催しています。
　各支店での開催日程など、詳しくは池田泉
州銀行へ。市ホームページでも確認できます。

「がんを知る展」を開催

健康センター（☎86・0056）

SC
＝
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
SS
＝
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
HP
＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
日
＝
日
時
、
場
＝
場
所
、
内
＝
内
容
、
対
＝
対
象
者
、
申
＝
申
し
込
み
、
問
＝
問
い
合
わ
せ
先 No.1180　平成26（2014）年8月号 16



市
へ
の
寄
付（
敬
称
略
）

▽
宝
塚
商
工
会
議
所
青
年
部
―
100
万
円

（
障
が
い
者
福
祉
へ
）

水
道
水
フ
ッ
素
お
よ
び
そ
の
化
合
物

検
査
結
果

【
水
道
水
中
の
放
射
性
物
質
の
検
査
結
果
】

兵
庫
県
で
は
「
放
射
性
ヨ
ウ
素
131
」、「
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
134
・
137
」
と
も
に
検
出
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。
同
調
査
結
果
は
原
子
力
規
制

委
員
会
の
HP
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
上
下
水
道
局
浄
水
課
水
質
検
査
室

　
（
☎
83
･
6
9
4
0
）

大
気
中
の
放
射
線
量
測
定
結
果

問
環
境
政
策
課（
☎
77
・
2
0
7
2
）

測定
場所

地表から
の距離

マイクロシー
ベルト／時

末広
中央公園

5cm 0.10
1m 0.10

長尾
小学校

5cm 0.11
1m 0.11

西谷
小学校

5cm 0.11
1m 0.10

仁川
小学校

5cm 0.10
1m 0.09

逆瀬台
小学校

5cm 0.12
1m 0.10
（測定日：7月4日）

採水場所 系　統
採水月日

5月12日 6月2日

すみれガ丘 惣川浄水場 0.15� 0.15�

ゆずり葉台 生瀬浄水場 0.17� 0.18�

長尾台 川面浄水場 0.27� 0.21�

安倉中 小浜浄水場 0.30� 0.26�

東洋町 小林浄水場 0.45� 0.42�

高司 亀井浄水場 0.30� 0.30�

中山桜台 小浜・県営多田浄水場 0.17� 0.20�

単位=mg/㍑、厚生労働省の水質基準
は0.8mg/㍑以下　市北部（西谷地域）
は、小浜・県営多田浄水場系統です

新エネルギー推進課（☎ 77･2361）

協働とは、同じ目的に向かって、互いに
責任をもって役割を分担しながら協力して事
業を実行することをいいます。この原則に従
い、市民と行政が協働で実施しているのが、
「協働の指針職員研修会」です。
「すべての施策の実行は市民のために」
という観点で、主体的に協働に取り組む市
職員を育成しようと、協働の指針に基づく活
動に携わった市民の皆さんが行政と協働で
取り組み、今年度は年8回研修を開催予定
です。協働を進める上で行政職員の意識改
革も重要な取り組みの一つです。

※「協働の指針」は、市民協働推進課、各SC・SSの
ほか、市内の公共施設で配布しています。

市民と行政が協働で取り組む
職員研修

ズームアップ 協働

市民協働推進課（☎77･2051）

市では、今年６月、太陽光発電などを利用した再生可能エネルギーによる持続可能なまちづくりを
継続して市民や事業者の皆さんと協働で実施していくための「条例」を制定しました。

●�再生可能エネルギーの導入推進のための目的や理念、
市民や事業者の役割、市の責務を定義しています。
●�市民や事業者の主体的な取り組み、市民や事業者、Ｎ
ＰＯ、行政などとの協働や連携した取り組みが活発に
行われ、地域内で資金や資源が循環し、持続性のある
「地域エネルギー事業」がより一層実現していくことを
目指しています。

条例のポイント

　再生可能エネルギーを導入推進するための理念を定
め、地球温暖化の防止やエネルギーの自立性や安全性
の向上により持続可能なまちづくりに寄与することです。

条例の目的
　住民の権利や義務に関することについて市町村
や都道府県などの地方公共団体が法令の範囲内
で議会の議決によって制定するものです。

条例とは？

▼各主体が協働するイメージ

連携

活用

報告
意見

国
兵庫県
他自治体
関係機関

協
働

宝塚市

宝塚市再生可能
エネルギー基金
（財源）

宝塚市
再生可能
エネルギー
推進審議会

協  働
事業者 エネルギー

事業者

地域
エネルギー
事業者

市　民

職員研修会の様子

▼協働による地域エネルギー事業の例
　「県民まちなみ緑化事業
補助金」を活用した自然と共
存する太陽光発電所の取り
組み
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「宝塚市再生可能エネルギーの利用の
推進に関する基本条例」を制定

新エネルギー推進課（☎77･2361）
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